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非喫煙・非飲酒者に発生する口腔癌の免疫状態の解析
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（今回の助成に対する感想、今後の助成に望むこと等お書き下さい。助成事業の参考にさせていただきま
す。）

　本年度の科研費申請は残念ながら不採択となってしまいましたが、次年度にむけて再度申請をしたいと
思っております。次年度にむけてのデータ取得に大変助成金が役に立ちました。ありがとうございました。

725,402関連書籍等



成果概要／菊地正弘 

 

2020年度の科研費申請は、FDG PET検査をより実践的に臨床応用すべく、

頭蓋底手術における立体モデル作成、VR画像作成に役立てる計画を立案したが

不採択となったため、2021年度の科研費（基盤 C）では、前年度までの研究成

果（頭頸部癌微小環境における免疫マーカー発現の検討）を活かすべく、対象を

頭頸部癌で最も頻度の高い口腔癌にしぼり、喫煙・飲酒が関与する古典的な口腔

癌（喫煙飲酒口腔癌）と、タバコも酒も飲まない非喫煙・非飲酒者に発生する口

腔癌（非喫煙非飲酒口腔癌）で、PD-L1などの免疫関連分子や細胞傷害性 T細

胞などの免疫細胞の量や機能が異なるかどうかを、原発組織および末梢血を用

いて検証する計画を立案した。この検証を通じ、喫煙・飲酒という既知の発癌リ

スクを有さずに発生した非喫煙非飲酒口腔癌は、喫煙飲酒口腔癌に比べ、抗 PD-

1 抗体薬の有効性が高い免疫学的バックグランドを有することを示すことを目

指した。そのために、まずは京都大学およびその関連施設計 10 施設において、

口腔癌の多施設後ろ向き解析を行い、喫煙飲酒口腔癌と非喫煙非飲酒口腔癌の

両群で生物学的特徴や治療反応性の差があるかを検証した。結果、新規口腔癌

1039例中、喫煙飲酒口腔癌は 667例(64%)、非喫煙非飲酒口腔癌は 372例(36%)

であり、疾患特異的生存率は両群で有意差を認めなかったが、非喫煙非飲酒口腔

癌は喫煙飲酒口腔癌に比べ頸部リンパ節転移の率が有意に低く（27％ vs 36%; 

P=0.0058）、異時性に新たな口腔重複癌を発症する傾向にあるという特徴があり、

生物学的特徴に差があることが示唆された。次に、口腔癌手術摘出検体 103 例

の腫瘍細胞及び腫瘍浸潤免疫細胞に発現する免疫マーカーの発現を免疫染色に

て検討し、喫煙飲酒口腔癌(n=68)と非喫煙非飲酒口腔癌(n=35)に分けて CD8+浸

潤免疫細胞数で総生存率を比較した結果、二群間において、CD8+浸潤免疫細胞

数と総生存率の関連に差を認めた（未発表データ）。また、二群間において、性

別と免疫マーカーの発現に差を認めた（未発表データ）。また、末梢血リンパ球

数も二群間において差を認め（未発表データ）、非喫煙非飲酒口腔癌と喫煙飲酒

口腔癌は免疫学的バックグランドが異なることを強く示唆するデータを得た。

これら、本助成金の使用で得られた予備データをもとに、京都大学医学部附属病

院で手術を行う口腔癌患者の手術検体と末梢血を用い、免疫染色、フローサイト

メトリー、ELISAなどによる免疫系関連因子の測定を京都大学医学部医学研究

科免疫ゲノム医学教室で行い、喫煙飲酒口腔癌と非喫煙非飲酒口腔癌の両群で

の比較を行うべく、2021年度の科研費（基盤 C）に応募したが、残念ながら不

採択となった。本年度の採択率は 27.4％であり、不採択研究課題全体の中では、

書面審査の総合評点に基づくおおよその順位は「A」（上位 20％）であり、一定

の評価は得られたと考えている。 


